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1　　　　　　　集演講學科縣獄

はで卿此て學のので翻等な夏共成り
し浸化の出げ冷勃深業慧か秋後績ま
く湯に鉄すま藏興い講綜つ鑓伊です
な法着駐のしにす實習學た等太な゜
か等1艮をだた關る験所校のは利い最
つはい除かがすとをにので全で゜も
　　　　　ちた極たいら何る共行於前あくは九之o　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　 ”－ R

　めして之と試にはて身り行コ○よ
又てま善れし瞼夏な横たまは1％り
人手しい亦てを秋か田るすれモ以前工数た種種も数藍議つ長京゜なtl！’、＿』ヲ墨
越カミ゜をが生々種た太都我い云鰐ユ
冬少而夏弱種行の爲“郎獄が爲ふ化1
のくし秋くはU研に氏業國に町せク
研簡て獄な究ま究卿の講に折でしロ
究輩明にり現しの化實…習於角試め1
もで治供何のて必歩験所てのみ得氏行よ　四給れ爲薪要合成に始’光ら花菰
っい十すににしにも績於め輝れの硫
てと三るし幾き遍六がててあたは酸　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

籐思四方て分究ら七あ川之る様ヴに
程ふ年法も種理れ○り齢れ艀で工浸
爽teよは無が法瀬％ま勝が化あル漬
生がりな理躬や共位す次試法るソし
の卿此いがく冷はでが郎駿のがンて　　　　　　　　　ゐ　　　　　　　　　　　　　　　　も　　て
よ化のか出な藏明あ之灰を畿兎ヲ鰐
VOカミ方と珂ミり法治り等叉試見角ワイヒ
　　　　　N様六面種る冷の四まは束みも敵ヤを　たに七のkの藏研十し輩京た遽洲；・行
　　　　　　　　　　　　　　　しO研考で種究年だに高のにの爾っ
た％究をあもを頃゜購等は實獄氏た
　　　　　　　　　　　bが位をめり春蛮か然酸鐡ll月行業が史
未で盛ぐまIU　IM表らる中懸治のは始蹟
だ充にらするし生にに墨三域農めが
充分やしかべて種其獄校十に業とあ
分につ7cらき相のの種の四進のせる　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

に行て結私も當究後を前五む副らが
はか見果はの改理漸浸身年こ業れ之
行ぬた獄なを善と次した頃とでては
かの゜覆ん引のか夏たる京があ居良
なで共人と延實黒秋の東都出つま好
か思内工かしを種獄み京高來てすの
　　　　　　　　　　　　　　o

一258＿＿



理原の牝響酸睡

た　 し防して閣帥のに飼○項方しつ
め庭ま止℃唱浸ち防就育％は面たたにがしす未へ漬其止ての以産に所゜
共爾たるだら程のとは結上卵專が共
の此　゜こ不れ度要奏更果の後ら硫薩
原普蝕と充てを領効にが艀二研酸で
盤通にを分居以はの種疑化日究を此
の浸於種なるて普促々問を目を除度
飼酸てkの普極通進考でな正軍くは
育法完試は通めのを案あす午ね外浸
時の杢験卵浸て二計をりとに共何酸
期欲に致の酸機化つ廻まと於のれ法
は黙鞭し離法生性たらしがて第もの
恰が酸ま脆文濟獄所tくta出比一域研
もあ卵孚ししは一種が共が來重着功究
生る化て易定良に粗の飼た一のしを種’°法Ptい時好於當紬育゜ム研て始
と其ののこ浸な夙に果の虚四究就め
同れ實ト 汲ﾆ酸る産効鞭域が　 と中硫
様は用果で法結卵果酸績本温し盤酸
に浸便ヲあと果後がのは法度て酸鞭
甑酸値オり稻を二現濃各の常無卿酸
種時をルまへ得日れ度地欲温加化硲
の期i炎マしらる目まをの鮎六i熱が酸
需がしりたるこ正し稀實と分盤最王
要産てンのSと午てく瞼し間酸も水　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

b

期卵急をでもに　之しでて浸購重等
　　　　iに後に使今のな比をてdii産漬化要の
憲二各用度でり重加更々卵で法債強
じEl地しはあま一熱に婁があを値烈
て目にてi藥りし○浸加定i薮つ案のな
別と行離aSljまた七酸熱と紙て出あ酸
々云は晩をす゜五法すなか此しるを
に二ふるを以゜之　 とるりられたこ使
　　　　　　　　　　）飼・－S防て庭れ温獲こ又離にしとつ
育つ様ぐ積がが度表と離脆依まをて
せめなご極樹現一致に脆すつし確艀
ね制りと的此今一し依防るて㌃め化
ぱ限まににの各五ま｝）止～二何　以を
ながし成離方地度してのとれ其來試
ら有た功脆法に四㌃離方及もの此み
ぬる゜致をと於分　脱法び九要のま
＿259一



集演講學科糸糸i濃

でを酸　期はり居乾　　　る期しと
あ虚法以浴1“共りし禺　　 方にて云
っ弱の上藏成のまて庫温産法取はふ
てな飲普温績成す催約　 卵を出一一一1
荒乞響幾獲縫禦e。iF，量婆塔諾漫蕊を

をむし酸酸だ劣序る時十十し酸育あ
除るて語刺宜るに方間九五て卿のり
く危は藏職しが注法繧度度此化容ま
蛍馨叢叢窪℃聖誉霧碧目墾芝崇≒
をる時二度但思てま時四八冷方る私
感こ期法をし惟置し　十十藏法春は
じとがを桝其す9て比度度9Plが期此
吏交雨鷹酌のるま現重にに化宜盗の
に出天用せ適事すに丁冷保法し飼欲
研燦等すね法をが各一藏護とか育鮎
究度にればは聞世地○　　 しら製を
を毎會ばな嚴き聞に　　　　てう迭何
進にし夏ら密ま猫普温冷四稜としと
め浸た秋ぬにしも及度藏十表考てか
た酸る鷲か云たすし一日時致へ其し
繁葱蓼誓農管楚段轟；勢i髪轟墾藻
鍵圭綴羅、璽織lli砦癒［吉學差異癸訟

冷はにはVC日全良種一以五共の種ば
覆輩羅灘縞警食誇窪，天窪臨量璽繰登

酸に開な當長術使健愛於経領生に夜
冷手をくの短上用なにて過は行一夫
藏数要行智にのをる四任の　つ時れ
誉垂老稔整磐嚢腎攣去意頃繕叢浜
しすがる要趣で却以分　　　 果9原
てる爲のすをあてて闇　　　途後獄
之こにでる異つ：普賞浸　　　に任は
をと意あもにて通揚酸　　　實意關
磯等外るのし描浸ぜ後　　　 用必西
表のにがで浴法酸ら晩　　　 便要方
い事kX碕あ藏を法れ酸　　　　値の面
た項種鞭h時行よて風　　　あ時と
　　　　　　　　　　　　　＿－Z60一



理原の化艀酸聰

は　　　 せまtt・’．9．　出郎　　　　　 し

全以　　らしし以來ち二度五適　ま
慧毒縞灘墾家蒔去h妻劃盆玄蛮t6
憾通一比居現意方　 に藏四浸時後
な浸日重りにの法　　依口＋漬期約其
く酸i一ま原時は　れ数度後に四の
卿疹一［す種期侮　 ばをに風於十要
化藏日一゜塘にれ　 出併冷乾て五領
せ浸牛○購殖浸も　庫せ藏晩出時嫡
し酸保　 化の酸相　 浸て以酸璋間
め浴護温前爲し當　酸八後をし維
得戴の度約沖ての　の＋任完　過
姦叢欝二夫難響1蟷呈慈憲曇盤
健冷二〇＋方せ計　は究要速時生
な゜ U［度口にしi謎　任　のに間豆
る幡四　の於むを　意　時行七色
慧時〇二蝕てに要　な　期ひ＋の
種浸度五地十方す　る　にた五時
を酸に【が一法る　を　於る度
養肇謹話髭異葱金学垂讐篠旱
家を約分ばくるに　 風　 ∫単十護九
に適六間大は゜何　 乾　催五せ度
鑑箆吉ttV蟹言鷲iLF歪葉盛農1
す鷹を　功頃を準　 又　其保比四
る用維Ibe致に私備　　は　　の護重＋
～二す過酸し於はな　毎　冷1く丁度
とれし風まて随く　時　藏十一に
がばて乾す掃時獄浸El八〇冷出現luを゜立浸室　 酸　数時　腿
來時康完其す酸内　　の　　の間温以
るの催全のるとに　手　限経度後
程夏青に要場し保　 数　度輝一任
度秋一し領合て護　 を　はの一意
に獄　1てはに磯せ　　街　　第穎七浸
迄種　　ゼ　於表る　　く　一三度酸
研と　 十　てい懲　 こ　i次十　 に

究し五慮た種と第九四好をて　度　用しに　が
＿　261－一



集演誌畢科繰麗

のに購法温せ爵卵　 位た本云　 に進
化就化を壌を曾後私に゜原ふ此到め
墨てに試時作枯二は不典理一れ蓮ま
的は可し間てPtH鞭徹詳を語迄致し　　　　　ゐ愛其能ての浸等目酸底紬研の研した化のとも三酸のゴ卵孚のはめ下究ま　゜
に原不僅者腱液日化購京たに致し更
基因能かが理に目のも都い之してに
く何とに調を浸四原有高とをま卿最
もれが共和行漬rJ理り等思閑す化近
のに有三すっし同をi幸鷲ひ却と技電
　　　　　　　’である％れてた五研ひ業ませ更術氣
あるこ位ば其゜日究今墨しらに上卵孚
つカミと卿全の3ζ貝す圓校てれ進の化
て一が化部艀は十るの墨之てん方の
可見分す鰐化顯日に講術の居で面方
能不かる化状酸目當演報研つ研で法
　　　　　　　N卵可りのぜ況液廿り會告究た究はで
は解までしをのHまの第をのし先も
化でしみめ調淑目し機一始でたつ鞭
墨あたでる査度掘て會巷めあい一一酸
愛り゜大こし嘘H先に鋪ま．るの段と
化ま然部とま酸目づ於二しがは落同
をすら分がし浸等共き號た乏何が様
行゜ばは出た漬各のまにのれ故付の
ひ尤艀購來虎の時第し揚がでにた方
不も化化るが時期一て載既は獄の法
能吾のがカミ産闇の着其致に漏種でを
卵々可困十卵等もとのし一・・一・足があ・行
はが能難日後ものし概ま昨が卿りつ
化初はで同二種をて略し々出化まて
　　　　　　　　も墨め別あ以日々各各をた年來すす何
鍵てにる後同1匠種種申がのなる　゜れ
化考疑　゜に　1別濃の述英eいか　　も
をたは即な四し度卵べ文との從　 良

受様なちる日ての’ 薰ｽのにで來　 結

　　　　　　　　　　　　Nけにい卵と同あ幽のh爲過私は　・Jl
な軍が齢如頃ら酸獄と未ぎし箪　 を

いな不に何迄ゆ帥種思だ去はに　得
とる能よなはるちEPひ一り共刺　 る

云鷺のりる濃組ぽちま汎まの戦　 程

ふ酸卵て方度合曾塵需各し根と　度
一262一



理原の化騨酸囎軒一■一一一一陣刷r－一一一一　　　　 一一2

にり先で不時　 なしるた定るり其な
就ま程あ可間温がてかし量必まのら
てす申り能に度ら居をまを要す他戚
i爽かしま性汎の爾ま調し一をがの其
　　　　　　　ヨのらます卵る攣イすべた定感果もの
三研し゜と程化オがた゜時嫉しの理
條究た而は多にン濃のぞ闇つては論
件も様し如いつあ度でし浸いi攣何は
を甚に乍何とき溝があて漬で化で極
假だ大らで云ま費高り叉し第すもめ
定困攣可あふし量くま艀た二る感て
致難解能る様てはなす化るのと慮簡
しを決性かには大り゜す後實せす軍
ま感が卵と一高蝿ま濃る卵瞼嫉夜で
しじ樂は見般いバす度たをと卿殊あ
た，たな泊ま化もラとのめ引し化にる
゜の鐸費す學のン睡低にきて可有が
　でですと墾はス素いは上一能機鞭
　あある1ず化低添7盤盤tJl定卵物酸
　りりが能とい取オ酸嚢淺濃とたに
　まま不性岡もれとをイ留輿不る依
　すす可tl卵様のズも用オせ温能卵つ
　゜が能はでよ居水ぴンる度卵tCtて　fAボ性不ありb．嚢まPt盤容と於化
　は可卵可りもまイす働酸積のて墨
　此能は能ま盤すオとくをの聞峨i墜
　庭性消性す酸゜と鞭の定盤に勿化
　にの費卵゜の　もi藝で量酸如論を
　於卵せに其溝　溝イあ分中何化受
　てとな比塵費　費オる析にな墨け
　此難いしで量　量とカミし艀る墾な
　の一も　とて今が　　がも水て化差化い
　消鷺X鷺度多　増水藝鞭可違をも
　費酸ふ酸はく、　し嚢イ酸能を受の
　量をのの艀又　　てイオの卵生け些
　の消で消化時　参オ三潰及する白
　因費あ費の間　 りどが費びるの金
　てすり量可に　 まも働量不かは位
　來るまが能就　す少くを能を當の
　るのす多性て　 ゜くの測卵調然も
　もでれい卵は　而溝で定の査での
　のあばのと長　 し費あい一すあで
一263－一



集演講學科継獄

卵と　風化能殆がを方しり
後で第に可性ど溜水法まま以
聞あ二考能卵な水でのすす上三こ一　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　1　　 h　　 う

もりのへ性とくに洗逆かがの卿一物
なま一ら卵の卵溶ひをら之三化般理
いし般れと間にけま行軍は假の的的
もた的る不に劃てしつ猫一一i定可化現
のカ1化の可はし來竃てに般を能學象
帥卵肇で能其てる今見第に一一一性墾に
ち脱攣あ性の峡現度た一吸つと化よ
卵落化り卵差煕象はのの潜一不のり
齢とのまのが酸を此で假現つ可蓬盤
の死進す臨極の調れあ定敦順能行酸　　の　　o若減行　酸め吸べをりのを訳性にが
いとに　 消て着ま一一一一まみ調にとよ卵
も云依　費僅すし定すをべ研のりに
のふる　量かるた量゜調る究性潜吸
はこ鞭　 ので現゜の即べ方し質費齎
早と酸　 差あ象卵清ちる法てのすす
くか漕　はりをと水一こでi参差る1る
犯ら費　吸ま認同中定と之りにご爲
さ卵量　 着しめ様に時はれ脅まよとに
般のの　現環得の浸間出をしる゜沿
時盤差　象殆た硝し鞭來行た消　費
間酸をのどの子横酸まぴ゜費す
をに調　差無で玉散のせま先量　る
経犯べ　に親あを作中んしつの　こ過さる　依しり封用に゜て第差　と
しれと　つてま照に浸其は一゜　’°
たる云　て良すに依しれ第の
　　　　　　oも程ふ　生い　 用ててで二吸
　　　　　　　　　　　hの度こ　す位庭ひ卵置私第着
にをと　 るでがま面いは三現
は研も　 もあ卵孚しにた一の象
作究亦　 のり化た吸卵般現に
用し非　でま可が着を吸象就　　　　　　　1がま常　 はす能硝せ引藩がて
綾しに　な゜性子ら上現同の
漫た困　い律卵はれげ敦時調
で結難　とつと吸たてをに査
あ果な　云て不着鞭表調進で
り産こ　ふ鰐可が酸面る行あ

一264一



理原の化艀酸盟
9－一一一一一一一一一一一一一一
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